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今週のキーワード

希土類フリー磁石
EV・風力発電のサプライチェーン変革へ

20
件

記事数

8
カ国

対象国

1.45億
台

物理AI(2035)

131.68億
ドル

メタマ市場(2032)

今週の全20記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 物理的AI市場予測 市場予測
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

2035年までに自律型機械が1.45億台に達する物理的A
Iデバイス市場の成長を予測。センシング、エッジAI
で現実世界での自律動作が加速。

#02 3Dプリント住宅 技術応用
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
コロンビアで3Dプリント住宅建設が進展。特殊モルタ
ルとデジタル製造で耐震性と工期短縮を実現。

#03 高エントロピー合金 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○

米国研究者が極限温度下で高強度・高延性を両立する
高エントロピー合金を発見。航空宇宙等への応用期待
。

#04 柔軟性圧電センサー 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
ドイツが鉛フリーで高柔軟性・高感度な圧電センサー
開発。ウェアラブルヘルスモニタリングに革命。

#05 メタマ太陽電池 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
イギリスがメタマテリアル統合型太陽電池で高効率化
。光捕捉・操作で吸収スペクトルを拡大。

#06 自己修復ポリマー 学術論文
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
フランスがマイクロカプセル内包の自己修復ポリマー
コーティング開発。インフラの寿命延長に貢献。

#07 データC熱管理PCM 技術応用
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
オランダが相変化材料をデータセンター熱管理に応用
。パッシブ冷却でエネルギー消費を大幅削減。

#08 高温鉛フリー圧電材 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
米国が300℃超で機能する鉛フリー圧電セラミックス
を開発。自動車・産業用アクチュエーターに期待。

#09 ウェアラブル熱電 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
イギリスが超薄型・高適合性の熱電モジュールを開発
。ウェアラブルデバイスのバッテリー不要化へ。

#10 希土類フリー磁石 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●
ドイツが希土類磁石に匹敵する希土類フリー永久磁石
を開発。EVモーターのサプライチェーン変革へ。

#11 熱電繊維市場予測 市場予測
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
熱電繊維・糸システム市場が2035年までに商業化へ
移行し成長加速。スマートアパレル統合が牽引。

#12 日本自己修復市場 市場予測
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
日本の自己修復材料市場が2031年まで成長予測。レ
ジリエントなインフラ構築が主要因。

#13 HEA触媒ナノ粒子 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
高インデックス面を持つ高エントロピー合金ナノ粒子
の三成分合成戦略。触媒活性と安定性を向上。

#14 LLZO固体電解質 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
LLZO固体電解質における二重サイトドーピングがイ
オン・電子輸送を制御。全固体電池開発に貢献。

#15 HEA超伝導体 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
磁性元素を含むHEA超伝導体で磁気無秩序耐性を発見
。堅牢な超伝導材料設計に示唆。

#16 BiTe熱電材料安定性 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
ビスマステルル系熱電材料の表面酸化と酸素拡散メカ
ニズムを解明。耐久性向上に寄与。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#17 メタマ市場高成長 市場予測
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
メタマテリアル市場が2032年までに131.68億ドル超
に成長予測。高周波通信、センサーが牽引。

#18 宇宙PVSK太陽電池 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
形状記憶合金基板上のペロブスカイト太陽電池を開発
。宇宙探査向け電源の耐久性向上に期待。

#19 鉄ナノ粒子汚染 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
金沢大学が磁気分析で黒煙中の鉄ナノ粒子汚染を解明
。大気質モニタリングの新手法。

#20 パーソナル温熱管理 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
バイオミメティックエアロゲルとPCMで高効率パーソ
ナル熱管理。冷却・加熱両機能を実現。

●●●●○ 高 ●●●○○ 中高 ●●○○○ 中 ●○○○○ 低 | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 希土類フリー磁石はEVモーター設計の前提を覆すか？
ドイツの研究チームが希土類磁石に匹敵する性能を持つ希土類フリー永久磁石を開発しました。これはEVモーターのサプ
ライチェーンに大きな影響を与え、設計思想そのものを変える可能性があります。あなたの会社は、この技術がもたらす
機会と脅威を評価し、次世代モーター開発戦略に組み込む準備ができていますか？

❷ 日本の老朽化インフラ問題に自己修復材料は救世主となるか？
フランスの研究チームが開発した自己修復ポリマーコーティングや、日本市場で成長が予測される自己修復材料は、イン
フラの長寿命化とメンテナンスコスト削減に貢献します。地震や津波、経年劣化に晒される日本のインフラにとって、こ
の技術は不可欠なものとなるでしょう。自社の材料技術をこの分野に応用する機会を検討していますか？

❸ メタマテリアルと物理的AIの市場急成長にどう対応するか？
メタマテリアル市場は2032年までに131.68億ドル、物理的AIデバイス市場は2035年までに1.45億台に達すると予測さ
れています。これらの技術は、太陽電池、通信、センサー、自律型機械など広範な分野で革新をもたらします。日本企業
は、この高成長市場において、どこで独自の優位性を築き、新たなビジネスチャンスを掴むべきでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

希土類磁石自己修復 メタマ太陽

全固体電解質 物理AI日本自己修 メタマ市場データC熱

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 希土類磁石 注意 EV/モーターの脱希土類 既存磁石メーカーの競争激化

● 自己修復 機会大 インフラ長寿命化と新市場 なし

● メタマ太陽 注意 太陽電池の高効率化 既存技術の陳腐化リスク

● 全固体電解質 注意 全固体電池開発加速 既存電池材料の競争激化

● 物理AI 注意 自律型機械市場への参入 既存産業の変革圧力

● 日本自己修 機会大 日本のインフラ市場拡大 なし

● メタマ市場 注意 高周波通信/センサー新事業 既存部品メーカーの技術転換
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● データC熱 機会大 データC省エネ化 なし
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深掘り ① ― 希土類フリー永久磁石がEVを変える
#10 | 2026/04/18 | Physical Review Letters | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

ドイツの研究コンソーシアムが、希土類元素を一切使用しない高性能な永久磁石の開発に成功しました。この鉄窒化物
化合物に基づく新材料は、従来の希土類磁石に匹敵、あるいは一部上回る高いエネルギー積と保磁力を両立。希土類採
掘に伴う環境問題やサプライチェーンの地政学的リスクを解消する画期的な成果です。

革新的な合成技術により、希土類なしで強力な磁性を発現させることに成功し、従来の非希土類磁石が抱えていた性能
限界を突破しました。EVモーター、風力発電機など、高効率が求められる分野での応用が期待され、持続可能な技術開
発を加速させる可能性を秘めています。

▶ シニアテクニカルアナリストの視点

この希土類フリー永久磁石の発表は、EVや再生可能エネルギー分野にとって極めて大きなインパクトを
持ちます。提示された「希土類磁石に匹敵、一部上回る性能」という記述は、学術論文であるため信頼
性は高いものの、実用化には量産性、コスト、高温特性のさらなる最適化が課題です。特に、鉄窒化物
系磁石は製造プロセスが複雑になりがちで、スケールアップには独自の技術開発が不可欠でしょう。 【
機会】日本のEVメーカーやモーターメーカーは、希土類調達リスクから解放され、コスト競争力を高め
るチャンスです。磁石材料メーカーにとっては、新たな高性能材料市場への参入機会となります。また
、日本の強みである精密加工技術を活かせる可能性もあります。 【脅威】既存の希土類磁石サプライヤ
ーにとっては、市場構造が大きく変化する脅威となります。この技術を早期にキャッチアップし、自社
の材料ポートフォリオを再構築しなければ、競争力を失うリスクがあります。 次のアクションとして、
日本のR&D;部門は、この鉄窒化物系磁石の合成技術と特性を詳細に分析し、自社での開発可能性を評価
すべきです。調達部門は、希土類フリー磁石のサプライヤー動向を注視し、将来的な調達戦略を検討す
る必要があります。

深掘り ② ― 自己修復ポリマーがインフラ寿命を延長
#06 | 2026/04/19 | Science Advances | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

フランスの研究チームが、産業インフラの寿命を大幅に延長する自己修復ポリマーコーティングを開発しました。この
コーティングは、損傷時にマイクロカプセルから修復剤を放出し、亀裂や微細な欠陥を自律的に密閉。損傷の伝播や腐
食性要素の侵入を防ぎ、人の介入なしに迅速かつ効率的な修復サイクルを保証します。

ポリマーマトリックスと修復剤の化学的性質を精密に制御することで、過酷な産業環境下でも安定して機能する信頼性
の高いメカニズムを確立。橋梁、パイプライン、海洋プラットフォームなど、幅広い重要インフラへの応用が期待され
、メンテナンスコスト削減と安全性の向上に貢献します。
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▶ シニアテクニカルアナリストの視点

自己修復ポリマーコーティングは、特に日本の老朽化インフラ問題に対する有力な解決策となり得ます
。論文で示された「自律的な修復プロセス」は非常に魅力的ですが、実用化には修復効率、修復回数、
修復剤の長期安定性、そして大規模施工におけるコストと適用性の検証が不可欠です。特に、マイクロ
カプセルの均一分散や、様々な環境因子（温度、湿度、紫外線など）に対する耐久性も重要な課題とな
ります。 【機会】日本の材料メーカーは、この技術を応用した新製品開発で大きな市場機会を得られま
す。インフラ事業者や建設会社は、メンテナンスコスト削減と構造物の長寿命化による経済的メリット
を享受できます。また、防災・減災の観点からも、レジリエントな社会構築に貢献できます。 【脅威】
この技術が普及すれば、従来の定期的な大規模補修ビジネスモデルは変化を迫られるでしょう。既存の
補修材メーカーは、自己修復機能を持つ製品への転換を迫られる可能性があります。 日本のR&D;部門
は、この技術のメカニズムを深く理解し、日本の気候やインフラ特性に合わせた材料開発を進めるべき
です。経営企画部門は、インフラ関連企業との連携を強化し、実証プロジェクトへの参画を検討すべき
です。
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深掘り ③ ― メタマテリアルで太陽電池が超高効率化
#05 | 2026/04/24 | Nature Photonics | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

イギリスの研究コンソーシアムが、光メタマテリアルを太陽電池に統合することで、太陽エネルギー変換効率の大幅な
向上を発表しました。新設計のメタマテリアル層は、サブ波長スケールで光を捕捉・操作し、吸収スペクトルを劇的に
広げ、反射損失を低減。広範囲の入射角の光を電気に変換できるようになり、拡散光条件下でも効率が向上します。

ナノ構造の精密な設計により、光子の経路管理が改善され、従来の太陽電池構造と比較して全体的な電力出力が大幅に
向上。都市環境でのBIPV（建物一体型太陽光発電）や、フレキシブル太陽電池など、設置角度の制約がある場所や曲面
への応用が期待されます。

▶ シニアテクニカルアナリストの視点

メタマテリアルによる太陽電池の高効率化は、太陽光発電のブレークスルーとなり得る技術です。Natu
re Photonics掲載という点でデータ信頼性は高いですが、「記録的な高効率」という表現の具体的な数
値が記事概要からは不明なため、原論文での詳細な確認が必要です。実用化には、メタマテリアル構造
の低コスト・大規模製造技術の確立が最大の課題となるでしょう。ナノ構造の精密制御は、現在の製造
技術では高コストになりがちです。 【機会】日本の太陽電池メーカーは、この技術を取り入れることで
、既存製品との差別化を図り、新たな高付加価値市場を開拓できます。材料メーカーは、メタマテリア
ルを構成する誘電体や金属ナノ粒子の開発で貢献できるでしょう。特に、BIPVやフレキシブル太陽電池
は、日本の都市環境や多様な設置ニーズに合致する可能性があります。 【脅威】この技術が他国で先行
して実用化された場合、日本の既存太陽電池産業は競争力を失う可能性があります。従来の技術に固執
せず、積極的に新技術を取り入れる姿勢が求められます。 R&D;部門は、メタマテリアル設計とナノ加
工技術に関する情報収集と、共同研究の可能性を模索すべきです。新製品企画部門は、この技術を組み
込んだ次世代太陽電池のコンセプト検討を開始すべきです。

その他の注目記事
高エントロピー合金の新たな知見（Materials Today）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

極限温度下で高強度・高延性を両立する高エントロピー合金は、航空宇宙や原子力分野の次世代構造材料として期待大
。日本の重工業・材料メーカーは注目すべき。

高温アクチュエーター向け鉛フリー圧電材料（Nature Materials）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

300℃超で機能する鉛フリー圧電セラミックスは、自動車センサーや産業用アクチュエーターの環境規制対応と高性能
化に貢献。日本の電子部品メーカーは要チェック。

磁気分析で解明する黒煙中の鉄ナノ粒子大気汚染（金沢大学）
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●○○○

金沢大学による磁気分析を用いた大気汚染物質検出は、環境モニタリングの新手法。日本発の研究として、公衆衛生と
環境対策への貢献に期待。

バイオミメティック構造と相変化材料を用いた高効率パーソナル温熱管理（ACS Sustainable Chemistry & Engineering）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

バイオミメティックエアロゲルとPCMの統合で、冷却・加熱両機能を持つパーソナル熱管理を実現。ウェアラブルやス
マートビルディングへの応用で省エネに貢献。

次世代ウェアラブルヘルスモニター向け高柔軟性圧電センサー（Advanced Functional Materials）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○
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鉛フリーで高柔軟性・高感度な圧電センサーは、ウェアラブルヘルスモニタリングの快適性と精度を向上。日本の電子
部品、医療機器メーカーは注目。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】希土類フリー永久磁石（#10）の原論文を精読し、材料組成、合成プロセス、磁気特性の詳細を把握
。自社技術との比較分析を開始。

• 【経営企画】物理的AIデバイス市場（#01）の予測レポート詳細版を入手し、自社の事業領域における機会と
脅威を特定。競合他社の動向調査に着手。

• 【調達】希土類フリー磁石のサプライヤー動向に関する情報収集を開始。既存サプライヤーとのリスク分散戦略
を検討。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/材料開発】自己修復ポリマーコーティング（#06）の技術を応用した、日本の気候・インフラ特性に
合わせた材料開発のフィージビリティスタディを実施。特に、耐久性とコストに焦点を当てる。

• 【新製品企画】メタマテリアル統合型太陽電池（#05）の技術動向を調査し、次世代太陽電池製品への応用可能
性を検討。特に、BIPVやフレキシブル用途での優位性を評価。

• 【EV設計】希土類フリー磁石（#10）の採用を前提としたモーター設計の初期検討を開始。性能目標、コスト
目標、製造プロセスへの影響を評価。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/電池材料】LLZO固体電解質（#14）の二重サイトドーピング技術に関する共同研究パートナーを探索
。全固体電池の高性能化に向けた材料設計指針を確立。

• 【経営企画/事業開発】メタマテリアル市場（#17）の高成長分野（高周波通信、センサー）における新規事業
参入戦略を策定。M&A;や技術提携の可能性も視野に入れる。

• 【インフラ設計/建設】自己修復材料（#06, #12）の実証プロジェクトへの参画を検討。長期的なメンテナン
スコスト削減効果と安全性向上を評価し、標準化に向けた提言を行う。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-04-26
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物理的AIデバイス市場予測レポート：2035年までに自律
型機械1.45億台を達成

概要

Counterpoint Research社は、2025年から2035年の間に物理的AIデバイスの累積出荷台
数が1億4500万台に達するという新たなレポートを発表しました。このレポートは、
純粋なデジタル知能から、現実世界で動作する有形かつ自律的なシステムへの根本的

な変化を予測しています。物理的AIは、高度なセンシング技術、エッジコンピューテ
ィング、洗練されたAIモデルを組み合わせることで、機械が空間データを解釈し、物
理的な刺激に自律的に対応することを可能にします。これにより、建設、輸送ネット

ワーク、産業施設など、さまざまな分野で効率と運用回復力が向上し、労働力不足へ
の対応と生産性向上が期待されます。

公開日 2026年04月18日  Counterpoint Research  アメリカ



詳細

本記事はCounterpoint Researchが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

Counterpoint Researchが発表したこのレポートは、「物理的AIデバイス」市場の将来的
な動向に焦点を当てています。調査対象期間は2025年から2035年で、主に自律型機械
の出荷動向とそれに伴う技術的進化を分析しています。

主要な調査結果

レポートによると、物理的AIデバイスの累積出荷台数は、2025年から2035年の期間に合
計1億4500万台に達すると予測されています。これは、AIが純粋なデジタル領域から物
理的な実世界へと展開される根本的な変化を示しています。物理的AIは、高度なセンシ
ング技術、エッジコンピューティング、そして洗練されたAIモデルを統合することで、
機械が空間データを解釈し、物理的な刺激に対して自律的に応答する能力を持つことを
可能にします。この技術革新は、建設、輸送ネットワーク、産業施設など多岐にわたる
セクターに変革をもたらし、効率性向上と運用上のレジリエンス強化に貢献すると見ら
れています。センサーシステムの改善、ハードウェアコストの低下、およびAIモデルの
高度化が、これまで複雑または高コストであったシナリオでのロボット技術の実現可能
性を高め、労働力不足への対処と生産性向上を促進するとされています。

発行会社について

Counterpoint Researchは、テクノロジー、メディア、通信（TMT）産業に特化したグロ
ーバルな市場調査および分析会社です。スマートフォン、ウェアラブル、コネクテッド
カー、IoTなど、幅広い技術分野における詳細な市場データ、トレンド分析、競合イン
テリジェンスを提供しており、戦略的な意思決定を支援しています。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



コロンビアの地方住宅建設における3Dプリント技術の進
展

概要

コロンビアでは、地方の住宅開発において3Dプリント技術が大きく進展しています。
これは、材料科学、デジタル製造、社会インフラが融合した画期的な取り組みです。
このプロジェクトでは、各63平方メートルの平屋住宅が現地で印刷され、地域の環境

的および地震的課題を考慮しつつ、家族の実用的なニーズに対応するように設計され
ています。Cementos Argosが開発した特殊なモルタル配合が使用されており、従来の
構造用コンクリートに匹敵する高い圧縮強度と曲げ強度を達成しています。この材料

革新は、特に地震多発地域にとって極めて重要な耐久性と構造的完全性を保証しま
す。

公開日 2026年04月18日  Highways.Today  イギリス



詳細

背景とプロジェクト概要

コロンビアの地方地域において、3Dプリント技術を活用した住宅建設が大きな注目を集
めています。これは、材料科学の進歩とデジタル製造技術が、社会インフラ整備に貢献
する具体的な事例です。このプロジェクトは、単層の住宅を現地で直接3Dプリントする
方式を採用しており、各住居は63平方メートルの広さを持ちます。設計段階から、コロ
ンビア特有の環境課題、特に地震リスクの高い地域での安全性と居住者の実用的なニー
ズが考慮されています。

主要な技術的側面

この取り組みの核となる技術革新の一つは、セメント大手Cementos Argosによって特
別に開発されたモルタル配合の使用です。このモルタルは、従来の構造用コンクリート
に匹敵する高い圧縮強度と曲げ強度を誇り、建物の耐久性と構造的完全性を大幅に向上
させています。特に地震多発地域において、この材料の強靭性は極めて重要です。

材料革新: Cementos Argos社による特殊モルタルは、高強度と耐久性を両立させ、耐
震性を向上。

製造プロセス: 3Dプリンティングにより、壁の形状、材料の配置、養生条件などを高
精度に制御可能。

建設効率: 従来の建設方法と比較して、大幅な工期短縮を実現。

影響と将来展望

3Dプリント技術は、建設プロセス全体に対する制御を強化し、均一な壁の形状、正確な
材料配置、そして最適な養生条件を保証します。これにより、従来の建設方法よりもは
るかに迅速な住宅供給が可能となります。この技術の応用範囲は、単なる住宅建設に留
まらず、材料技術とプリンターの能力が進化するにつれて、様々なインフラ資産への展
開が期待されます。例えば、道路、橋梁、公共施設など、幅広い分野での活用が見込ま
れ、建設業界全体の効率化と持続可能性に貢献する可能性を秘めています。この技術
は、資材運搬の効率化、人手不足への対応、そして地域社会の発展に寄与する新たな建
設ソリューションとして注目されています。



元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



高エントロピー合金の新たな知見：先進構造材料への応用

概要

米国の主要大学の研究者らが、新たな高エントロピー合金（HEA）に関する画期的な
発見を発表しました。この研究は、極限温度下で予期せぬ強度と延性の組み合わせを

示すことを明らかにしています。先進的な計算モデリングと実験的検証を組み合わせ
ることで、多主元素組成の複雑な相互作用が解明されました。これにより、優れた機
械的特性、特に高い破壊靭性と疲労抵抗に寄与する独自の原子レベルの秩序が浮き彫

りになりました。これらの発見は、従来の合金では対応が困難な航空宇宙や原子力エ
ネルギー分野における次世代材料設計の道を開きます。

公開日 2026年04月22日  Materials Today  アメリカ



詳細

研究背景と目的

高エントロピー合金（HEAs）は、複数の主要元素をほぼ等モル比で混合することによ
り、従来の合金には見られない独特な特性を発揮する材料として注目されています。特
に、その優れた強度、延性、耐熱性、耐食性などが、航空宇宙、エネルギー、防衛とい
った過酷な環境下で使用される次世代構造材料としての可能性を秘めています。本研究
は、特に極限温度下でのHEAの機械的特性を詳細に解明し、その設計原則に新たな知見
をもたらすことを目的としています。

主要な研究成果

米国の主要な大学の研究チームは、先進的な計算モデリングと厳密な実験的検証を組み
合わせた手法を用いて、新規高エントロピー合金に関する画期的な発見を公表しまし
た。彼らの研究は、これらの合金が極限的な高温環境下でも予期せぬ高い強度と優れた
延性、つまり変形能力を両立させることを明らかにしました。この特性は、多主元素が
複雑に相互作用する合金の原子レベルの秩序によって発現しており、特に以下の点が強
調されています。

独自の原子レベルの秩序: 従来の合金には見られない特定の原子配列が、材料全体の
機械的特性に決定的な影響を与えていることが判明。

優れた機械的特性: 高い破壊靭性（材料が破壊せずにエネルギーを吸収する能力）と
疲労抵抗（繰り返し応力に対する耐性）が確認され、過酷な使用環境下での信頼性向
上に寄与。

計算モデリングの活用: 高度な計算手法により、複雑な合金組成における元素間の相
互作用や結晶構造の変化を予測・解析し、実験結果との整合性を確認。



影響と将来展望

これらの発見は、従来の合金では性能が不足していた、航空宇宙や原子力エネルギーと
いった非常に要求の厳しい分野における次世代材料の設計に新たな道筋を示します。例
えば、航空機エンジンの高温部品や、核融合炉の耐放射線材料など、極限環境での信頼
性が求められる部品への応用が期待されます。研究チームは現在、これらの有望な高エ
ントロピー合金を産業用途に近づけるため、スケーラブルな製造技術の開発にも取り組
んでいます。これにより、実験室レベルの成果が実際の製品へと転換され、幅広い産業
分野における革新が加速されるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



次世代ウェアラブルヘルスモニター向け高柔軟性圧電セン
サー

概要

ドイツの研究機関の科学者たちは、次世代ウェアラブルヘルスモニタリングデバイス
に革命をもたらす可能性のある、非常に柔軟で高感度な圧電センサーを開発しまし
た。これらの鉛フリーセラミックポリマー複合材料は、優れた機械電気結合特性を示

し、微細な身体の動きを正確に電気信号に変換します。このセンサーは、従来の硬質
な圧電材料の限界を克服し、長時間の皮膚接触に対する快適性と生体適合性を向上さ
せます。これにより、連続的なバイタルサイン追跡、歩行分析、医療リハビリテーシ

ョンやスポーツパフォーマンスにおける洗練されたヒューマンマシンインターフェー
スなど、幅広い応用が期待されます。

公開日 2026年04月20日  Advanced Functional Materials  ドイツ



詳細

研究開発の背景

ウェアラブルヘルスモニタリングデバイスは、個人の健康管理においてますます重要な
役割を担っていますが、従来のセンサーは硬質であったり、長時間の装着で不快感が生
じたりするという課題がありました。特に、圧電材料は機械的刺激を電気信号に変換す
る能力を持つため、生体信号の検出に適していますが、柔軟性と生体適合性の点で改善
が求められていました。この背景から、ドイツの研究機関の科学者たちは、次世代のウ
ェアラブルデバイスに適した、柔軟で高感度な圧電センサーの開発に着手しました。

主要な技術と成果

研究チームは、鉛を含まないセラミック-ポリマー複合材料を基盤とした、新しい圧電
センサーの開発に成功しました。この材料は、非常に優れた機械電気結合特性を示し、
例えば微細な体の動きや心拍のような生理的振動を高い精度で電気信号に変換する能力
を持っています。製造プロセスにおいては、新しい溶液ベースの技術が導入され、これ
により以下の特長が実現されました。

高い柔軟性: 従来の硬質な圧電材料とは異なり、皮膚に密着して快適に装着できる柔
軟性を実現。

高感度: 微細な身体の動きや圧力の変化を正確に検出する能力。

鉛フリー: 環境負荷の低減と生体適合性の向上に貢献。

大規模かつ低コスト生産: 新しい製造技術により、高性能を維持しつつ、広範囲への
適用とコスト削減が可能。

応用分野と将来展望

この画期的なセンサーは、従来の圧電材料の限界を克服することで、長時間の皮膚接触
における快適性と生体適合性を向上させます。これにより、以下のような幅広い応用が
期待されています。

連続的なバイタルサイン追跡: 心拍数、呼吸数、血圧などの生理的データをリアルタ
イムでモニタリング。

歩行分析: スポーツパフォーマンス向上やリハビリテーションにおける詳細な動作解
析。



ヒューマンマシンインターフェース: 医療機器の操作や義肢制御など、より直感的で
高機能なインターフェース。

この技術は、ウェアラブルヘルスケア分野における大きな進歩を意味し、個人の健康状
態をより精密かつ快適に管理するための新たな可能性を切り開きます。将来的には、ス
マートテキスタイルや埋め込み型デバイスへの応用も視野に入れられており、医療、ス
ポーツ、日常生活におけるQOL（生活の質）向上に貢献することが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



メタマテリアル統合型太陽電池が記録的な高効率を達成

概要

イギリスの研究コンソーシアムが、光メタマテリアルを太陽電池に統合することで、
太陽エネルギー変換効率の大幅な向上を発表しました。新設計のメタマテリアル層

は、サブ波長スケールで光を捕捉し操作する能力を持ち、吸収スペクトルを劇的に広
げ、反射損失を低減します。この革新的なアプローチにより、より広範囲の入射角の
光を電気に変換できるようになり、拡散光条件下でも太陽電池の効率が向上します。

ナノ構造の精密な設計は、光子の経路管理を改善し、従来の太陽電池構造と比較して
全体的な電力出力を大幅に向上させます。

公開日 2026年04月24日  Nature Photonics  イギリス



詳細

背景と研究目的

太陽光発電は持続可能なエネルギー源として期待されていますが、その普及にはさらな
る変換効率の向上と、様々な環境下での性能安定性が求められています。特に、入射光
の角度依存性や拡散光条件下での効率低下は、従来の太陽電池の大きな課題でした。こ
の課題を克服するため、イギリスの研究コンソーシアムは、光の挙動を人工的に制御で
きる「メタマテリアル」を太陽電池に統合する研究を進めてきました。

主要な研究成果

研究チームは、太陽電池に光学メタマテリアル層を組み込むことで、太陽エネルギー変
換効率を飛躍的に向上させることに成功しました。この新しく設計されたメタマテリア
ル層は、以下の画期的な特性を発揮します。

サブ波長スケールでの光制御: メタマテリアルは、光の波長よりも小さいスケールの
構造を持つため、光を効率的に捕捉し、その経路を精密に操作することが可能。

吸収スペクトルの劇的な拡大: より広い波長範囲の太陽光を吸収できるようになり、
利用可能なエネルギーが増加。

反射損失の低減: 表面での光の反射を抑え、より多くの光が太陽電池内部に導入され
る。

広範囲な入射角への対応: 様々な角度から入射する光も効率的に電気に変換できるた
め、拡散光下や日中の太陽の動きに対しても高い性能を維持。

これらの特性は、精密に設計されたナノ構造によって実現され、従来の太陽電池アーキ
テクチャと比較して、全体的な電力出力の大幅な強化につながっています。

影響と将来展望

この開発は、太陽エネルギーの適用範囲を拡大する上で計り知れない可能性を秘めてい
ます。特に、以下のような分野での応用が期待されます。

都市環境での利用: 建物一体型太陽光発電（BIPV）など、設置角度の制約がある場所
でも高効率を実現。

柔軟な電源ソリューション: 曲面や可動部に設置できるフレキシブル太陽電池の性能
を向上させ、ウェアラブルデバイスや宇宙用途などへの展開。



メタマテリアル技術の進化は、太陽光発電のコスト効率と汎用性を高め、再生可能エネ
ルギーのさらなる普及に貢献する重要なステップとなるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



自己修復ポリマーコーティングが産業インフラの寿命を大
幅に延長

概要

フランスの研究チームは、産業インフラの運用寿命を大幅に延長するために設計され
た、新しい自己修復ポリマーコーティングを開発しました。この先進的なコーティン
グは、損傷時に修復剤を放出するマイクロカプセルを内包しており、自律的な修復プ

ロセスを開始します。この材料は、亀裂や微細な欠陥を効果的に密閉し、損傷の伝播
や腐食性要素の侵入を防ぎます。これは、過酷な産業環境における材料劣化の一般的
な原因です。この革新は、ポリマーマトリックスと修復剤の化学的性質を精密に制御

することで、人の介入なしに迅速かつ効率的な修復サイクルを保証します。

公開日 2026年04月19日  Science Advances  フランス



詳細

開発の背景と課題

橋梁、パイプライン、海洋プラットフォームといった産業インフラは、常に過酷な環境
に晒されており、腐食、疲労、微細な損傷の発生は避けられません。これらの損傷は放
置すると、構造全体の劣化や故障、ひいては安全性の問題につながる可能性がありま
す。従来のメンテナンスでは、定期的な点検と修理が必要であり、高コストで時間もか
かります。この課題を解決するため、フランスの共同研究チームは、自律的に損傷を修
復する自己修復ポリマーコーティングの開発に取り組んできました。

主要な技術革新と成果

フランスの研究チームは、産業インフラの運用寿命を劇的に延長することを目的とし
た、革新的な自己修復ポリマーコーティングを開発しました。この先進的なコーティン
グの核心は、内部に修復剤が充填された微小なカプセル（マイクロカプセル）が均一に
分散されている点にあります。材料が損傷を受け、例えば微細な亀裂が発生すると、そ
の応力によってマイクロカプセルが破裂し、内部の修復剤が放出されます。

放出された修復剤は、亀裂箇所で反応を開始し、損傷を自律的に密閉します。これによ
り、以下のような重要な効果が実現されます。

損傷の伝播防止: 微細な亀裂が拡大するのを防ぎ、材料のさらなる劣化を抑制。

腐食性要素の侵入阻止: 水分、酸素、化学物質などの腐食性物質が内部に侵入するの
を防ぎ、腐食による劣化を大幅に軽減。

迅速かつ効率的な修復: 人間の介入なしに、損傷が発生したその場で速やかに修復が
開始・完了。

この技術的ブレークスルーは、ポリマーマトリックスの組成と修復剤の化学的性質に対
する精密な制御によって可能となりました。これにより、多様な産業環境下でも安定し
て機能する、信頼性の高い自己修復メカニズムが確立されました。

産業への影響と将来展望

この自己修復ポリマーコーティングの導入は、産業界に多大な経済的・環境的利益をも
たらすと期待されています。

メンテナンスコストの削減: 定期的な修理や大規模な補修の頻度が減少し、運用コス
トを大幅に削減。



安全性の向上: 構造物の劣化による予期せぬ事故のリスクを低減し、インフラの安全
性を確保。

持続可能性の強化: 材料の長寿命化により、資源の消費を抑え、廃棄物の発生を抑
制。

多様な応用分野: 橋梁、パイプライン、石油・ガス掘削施設、風力タービンなど、腐
食や摩耗に晒される様々な重要インフラへの適用が期待される。

この革新的な技術は、将来的にスマートインフラの実現に向けた重要な一歩となり、イ
ンフラ管理のパラダイムを変革する可能性を秘めています。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



相変化材料がデータセンターの熱管理を革新

概要

オランダのエンジニアたちは、次世代データセンターにおいて極めて効率的な熱管理
を実現するための、相変化材料（PCMs）の画期的な応用を導入しました。この新しい

システムは、カプセル化されたPCMをサーバーラック内に直接統合し、従来の空調に
伴うエネルギー消費を大幅に削減するパッシブ冷却機能を提供します。これらの材料
は、相転移中に潜熱を吸収・放出することで、重要な電子部品の安定した動作温度を

維持します。この研究は、主要な電力消費者であるデータセンターにおけるエネルギ
ー効率の大幅な改善と二酸化炭素排出量の削減を示しています。

公開日 2026年04月21日  Journal of Advanced Materials and Devices  オランダ



詳細

データセンターにおける熱管理の課題

現代のデータセンターは、高性能なサーバーとプロセッサーの集積により、膨大な熱を
発生させます。この熱を効率的に管理することは、システムの安定稼働、寿命延長、そ
してエネルギー消費量の削減において極めて重要です。従来のデータセンターの冷却シ
ステムは、エアコンや冷水チラーに大きく依存しており、これがデータセンター全体の
電力消費の大きな割合を占め、運用コストと環境負荷を増大させていました。持続可能
性への関心が高まる中、よりエネルギー効率が高く、環境に優しい冷却ソリューション
の開発が喫緊の課題となっています。

相変化材料（PCMs）による革新的なアプローチ

オランダのエンジニアチームは、次世代データセンターの熱管理に相変化材料
（PCMs）を応用する画期的なシステムを発表しました。PCMsは、特定の温度で固体か
ら液体、またはその逆へと相転移する際に、大量の潜熱を吸収または放出する特性を持
つ材料です。この特性を冷却に利用することで、以下のメリットが実現されます。

パッシブ冷却機能: カプセル化されたPCMをサーバーラック内に直接統合すること
で、外部からの動力供給なしに熱を吸収し、温度上昇を抑制。

エネルギー消費の大幅削減: 従来の空調システムへの依存度を減らし、冷却に必要な
電力を劇的に削減。

安定した動作温度の維持: PCMの相転移温度を電子部品の最適な動作温度に設定する
ことで、温度変動を最小限に抑え、システムの安定性と寿命を向上。

カーボンフットプリントの削減: エネルギー効率の向上は、データセンターの温室効
果ガス排出量削減に直接貢献。

影響と将来展望

このPCMを用いた熱管理システムは、主要な電力消費源であるデータセンターにおい
て、エネルギー効率の大幅な改善と環境負荷の削減を実現します。これは、ますます高
性能化するコンピューティングインフラが抱える熱問題に対する、スケーラブルかつ持
続可能な解決策を提供します。

このイノベーションは、データセンターの設計と運用に大きな変革をもたらし、将来的
には以下のような影響が期待されます。



運用コストの最適化: 冷却にかかる電力コストが削減され、データセンターの総所有
コストが低下。

高密度化の促進: 単位面積あたりのサーバー密度を高めつつ、効果的な熱管理が可能
に。

持続可能なデータセンターの実現: 環境規制の強化や企業のCSR（企業の社会的責
任）達成に貢献。

PCM技術のさらなる発展と応用は、データセンターのみならず、電子機器の冷却、建物
の省エネルギー化、さらには宇宙開発など、幅広い分野での熱管理ソリューションに貢
献する可能性を秘めています。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



高温アクチュエーター向け鉛フリー圧電材料の開発

概要

米国の材料科学者チームは、高温で効果的に機能する新しい鉛フリー圧電セラミック
スファミリーの合成と特性評価に成功しました。この開発は、自動車センサーや産業

用アクチュエーターなどの様々な高性能アプリケーションにおいて、環境有害な鉛ベ
ース材料を置き換えるための重要な一歩となります。新しい組成は、優れた圧電係数
と熱安定性を示し、鉛フリー代替材料における主要な課題を克服しました。複雑な結

晶工学アプローチを活用することで、研究者たちは300°Cを超える温度でも堅牢な強誘
電応答を達成しました。

公開日 2026年04月23日  Nature Materials  アメリカ



詳細

背景と開発の必要性

圧電材料は、機械的エネルギーを電気エネルギーに、またはその逆へと変換する能力を
持つ機能性材料であり、センサー、アクチュエーター、トランスデューサーなど幅広い
用途で利用されています。これまで、高性能な圧電材料の多くは鉛を含むチタン酸ジル
コン酸鉛（PZT）に代表される材料でした。しかし、鉛は環境負荷が高く、特定有害物
質使用制限（RoHS）指令などの規制により、鉛フリー材料への移行が強く求められて
います。特に、自動車用センサーや産業用アクチュエーターなど、高温環境下で安定し
た動作が要求されるアプリケーションでは、鉛フリー化と同時に、PZTに匹敵する高い
性能と熱安定性を両立させることが大きな技術的課題となっていました。

主要な研究成果

米国の材料科学者チームは、この課題を克服するため、高温環境下でも効果的に機能す
る新しい鉛フリー圧電セラミックスの開発に成功しました。彼らの研究の核心は、複雑
な結晶工学アプローチを駆使して、材料の原子配列と組成を精密に制御した点にありま
す。

この新しい材料は、以下の優れた特性を示します。

優れた圧電係数: 機械的応力に対する電気信号の応答性、またはその逆の変換効率が
非常に高い。

高い熱安定性: 従来の鉛フリー材料では困難であった300°Cを超える高温でも、その
圧電特性を安定して維持。

堅牢な強誘電応答: 高温下でも安定した分極状態を保ち、外部電界に対する応答性が
良好。

この成果は、鉛フリー圧電材料が抱えていた主要な課題であった、高性能と高温安定性
の両立を達成した画期的なものです。

産業への影響と将来展望

この技術的ブレークスルーは、環境に配慮した「グリーンテクノロジー」の採用を加速
させる上で非常に重要な意味を持ちます。特に、以下のような分野での応用が期待され
ています。



自動車産業: エンジン内部や排気システムなど高温に晒されるセンサー、燃料噴射装
置などのアクチュエーター。

産業機器: 高温炉や発電設備で使用される高精度な位置決め装置、振動制御システ
ム。

エネルギー分野: 高温環境下で動作する発電センサーやエネルギーハーベスティング
デバイス。

鉛フリー材料でありながらPZTに匹敵する高温性能を持つこの新材料は、環境規制の強
化が進む中で、高性能と持続可能性を両立させるソリューションとして、様々な産業に
おける技術革新を推進すると期待されています。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



ウェアラブル発電向け熱電モジュールの進歩

概要

イギリスの研究者たちは、より効率的なウェアラブル発電の道を拓く、柔軟な熱電変
換材料における重要な進歩を報告しました。彼らの最新の研究は、体の熱を利用して

小型電子機器に電力を供給できる、超薄型で非常に適合性の高い熱電モジュールの製
造に焦点を当てています。チームは、優れた機械的柔軟性と耐久性を維持しつつ、高
い電力出力密度を達成するために、材料組成とデバイスアーキテクチャを最適化しま

した。この革新は、多くのウェアラブルガジェットにおけるバッテリーの必要性を排
除し、周囲の熱エネルギーから継続的な電力供給を提供する可能性を秘めています。

公開日 2026年04月25日  ACS Nano  イギリス



詳細

背景と研究の動機

現代社会では、スマートフォン、スマートウォッチ、フィットネストラッカーなど、
様々なウェアラブル電子機器が普及していますが、これらのデバイスの多くは充電式バ
ッテリーに依存しており、充電の手間やバッテリー寿命が課題となっています。特に、
医療用センサーや長期モニタリングデバイスにおいては、連続的な電源供給が不可欠で
す。この課題を解決するため、人体の体温や周囲の熱エネルギーを利用して発電する熱
電変換技術が注目されています。しかし、従来の熱電モジュールは硬く、ウェアラブル
用途には不向きでした。本研究は、この制約を克服し、柔軟で効率的なウェアラブル熱
電モジュールの開発を目指しています。

主要な技術革新と成果

イギリスの研究者チームは、柔軟な熱電変換材料において顕著な進歩を遂げ、より効率
的なウェアラブル発電への道を開きました。彼らの最新の研究成果は、超薄型で身体に
高い適合性を持つ熱電モジュールの製造に焦点を当てています。このモジュールは、体
温と周囲温度との間のわずかな温度差を利用して、電気エネルギーを生成することがで
きます。

研究チームは、以下の点において材料とデバイスの最適化を行いました。

材料組成の最適化: 高い熱電性能指数（ZT値）を持つ半導体材料を開発し、熱電変換
効率を向上。

デバイスアーキテクチャの設計: 超薄型で柔軟な構造を実現し、曲げやねじれに対す
る高い耐久性を確保。

高い電力出力密度: 限られた面積で効率的に電力を生成できるよう設計。

この結果、新開発のモジュールは、広範な曲げや伸張後も安定した性能を維持できるこ
とを実証しており、スマートテキスタイルや生体医療センサーへの統合に理想的な特性
を備えています。

影響と将来展望

この革新的な熱電モジュールは、多くのウェアラブルガジェットにおけるバッテリーの
必要性を排除し、周囲の熱エネルギーから継続的な電力供給を提供する可能性を秘めて
います。これにより、以下のような応用が期待されます。



バッテリーフリーのウェアラブルデバイス: 充電の手間をなくし、ユーザーエクスペ
リエンスを向上。

医療用・生体センサー: 継続的な生体情報モニタリングを可能にし、患者のQOL向上
や遠隔医療に貢献。

スマートテキスタイルへの統合: 衣類に直接組み込むことで、電力供給源となるスマ
ートウェアの開発。

この技術は、持続可能で自立型の電子機器の実現に向けた重要なステップであり、エネ
ルギーハーベスティング分野における大きな進歩をもたらすでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



電気自動車向け高性能な希土類フリー永久磁石の開発

概要

ドイツの研究コンソーシアムの科学者たちは、従来の希土類磁石に匹敵し、一部では
それらを上回る性能を持つ、新しい希土類フリー永久磁石の作成を発表しました。こ

の画期的な成果は、希土類採掘に関連するサプライチェーンの脆弱性と環境問題に対
処します。鉄窒化物化合物に基づく新しい磁性材料は、高効率の電気モーターや発電
機にとって重要な特性である、非常に高いエネルギー積と保磁力を示します。革新的

な合成技術により、研究チームは希土類なしで強力な磁性を達成する上での以前の限
界を克服しました。

公開日 2026年04月18日  Physical Review Letters  ドイツ



詳細

開発の背景と課題

高性能な永久磁石は、電気自動車（EV）のモーター、風力発電機、各種電子機器など、
現代の多くの高効率技術において不可欠なコンポーネントです。しかし、現在主流の高
性能永久磁石の多くは、ネオジムやジスプロシウムといった希土類元素に依存していま
す。希土類元素は、その採掘と精製が環境に大きな負荷をかけ、また特定の地域に偏在
しているため、供給の安定性や価格変動のリスクといった地政学的・経済的脆弱性を抱
えています。このため、希土類を使用しない、高性能かつ持続可能な永久磁石の開発が
世界中で強く求められてきました。

主要な技術革新と成果

ドイツの研究コンソーシアムに所属する科学者たちは、この長年の課題に対し、画期的
な解決策を提示しました。彼らは、希土類元素を一切使用しない新しいタイプの永久磁
石の開発に成功し、その性能が従来の希土類磁石に匹敵するか、一部の特性においては
それを上回ることを実証しました。

この新しい磁性材料は、主に鉄窒化物（Fe-N）化合物に基づいています。研究の核心
は、以下の点に集約されます。

高エネルギー積と高保磁力: 高効率電気モーターや発電機に不可欠な特性である、磁
石が持つエネルギーの最大値（エネルギー積）と、外部磁場に対する抗力（保磁力）
が非常に高いレベルで両立。

革新的な合成技術: 結晶粒度と結晶配向を精密に制御する独自の合成技術を用いるこ
とで、希土類なしで強力な磁性を発現させることに成功。これにより、従来の非希土
類磁石が抱えていた性能限界を突破。

環境負荷の低減: 希土類採掘・精製に伴う環境問題や、供給リスクから解放される。

産業への影響と将来展望

この画期的な開発は、電気自動車技術やその他のエネルギー効率の高いアプリケーショ
ンへの移行を加速させる上で、極めて重要な意味を持ちます。

電気自動車産業: EVモーターの軽量化、小型化、高効率化に貢献し、航続距離の延長
やコスト削減に寄与。希土類フリーであることで、サプライチェーンの安定性も向
上。



再生可能エネルギー: 風力発電機やその他の発電機の高効率化を推進。

持続可能な技術開発: 環境に配慮した材料選択を可能にし、より持続可能な社会への
転換を支援。

この希土類フリー永久磁石の登場は、材料科学の大きな進歩を象徴し、クリーンエネル
ギー技術の未来を大きく形作る可能性を秘めています。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



ウェアラブル発電向け熱電繊維・糸システム市場予測：
2035年までに成長加速

概要

IndexBoxは、ウェアラブル発電向けの熱電繊維および糸システムの市場が、2035年ま
でに研究開発段階から初期商業化段階へと移行し、大幅な拡大を遂げると予測する市
場レポートを発表しました。この成長は、材料科学の進歩と、バッテリー不要の自律

型ウェアラブル電子機器に対する需要の高まりによって推進されています。レポート
では、無機半導体、有機ポリマー、複合材料を組み込んだこれらの特殊な繊維と糸
が、体熱や周囲の温度勾配から電力を生成するように設計されていることを強調して

います。

公開日 2026年04月18日  IndexBox  グローバル



詳細

本記事はIndexBoxが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

IndexBoxによるこの市場レポートは、ウェアラブル発電用の熱電繊維および糸システム
が、研究開発段階から初期の商業化段階へと移行し、2035年までに大幅な市場拡大を遂
げると予測しています。この市場は、材料科学の著しい進歩と、バッテリーを必要とし
ない自律型ウェアラブル電子機器への需要増大によって成長が加速されています。

主要な調査結果

レポートは、これらの特殊な繊維や糸が、無機半導体、有機ポリマー、複合材料を組み
込むことで、体熱や周囲の温度勾配から電力を生成するよう設計されていることを強調
しています。主な応用分野としては、工業用安全服が挙げられており、スーツの裏地に
織り込まれた熱電繊維がセンサーに電力を供給したり、作業時間を延長したりする用途
が期待されます。特に、石油・ガス、公益事業、製造業などの分野における産業安全規
制の強化や、「コネクテッドワーカー」技術の統合が、この市場の需要を強力に牽引し
ています。

発行会社について

IndexBoxは、世界中の広範な産業分野に関する詳細な市場調査レポートとデータ分析を
提供するグローバル企業です。彼らは、詳細な市場規模、トレンド、予測、競合分析、
および消費者の行動パターンに関する情報を提供し、企業が戦略的な意思決定を行うた
めの貴重なインサイトを提供しています。

元記事: https://www.indexbox.io/blog/thermoelectric-fiber-and-yarn-systems-for-wearable-power-

market-demand-to-accelerate-by-2035-driven-by-smart-apparel-integration/

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.indexbox.io/blog/thermoelectric-fiber-and-yarn-systems-for-wearable-power-market-demand-to-accelerate-by-2035-driven-by-smart-apparel-integration/
https://www.indexbox.io/blog/thermoelectric-fiber-and-yarn-systems-for-wearable-power-market-demand-to-accelerate-by-2035-driven-by-smart-apparel-integration/


日本における自己修復材料市場の成長予測：2031年まで
の展望

概要

株式会社マーケットリサーチセンターは、2031年までの日本における自己修復材料市
場の成長を予測するレポートを発行しました。このレポートは、外部介入なしに微細
な損傷を自律的に修復し、製品寿命を延ばす自己修復材料に焦点を当てています。特

に、日本の「レジリエントなインフラ」への注力が強調されており、トンネルや沿岸
橋梁向けのバクテリアベースのバイオ自己修復コンクリートや、道路網向けの自己修
復アスファルトなどが挙げられています。

公開日 2026年04月18日  株式会社マーケットリサーチセンター  日本



詳細

本記事は株式会社マーケットリサーチセンターが発行した市場調査レポートの概要紹介
です。

レポート概要

株式会社マーケットリサーチセンターが発行したこのレポートは、2031年までの日本国
内における自己修復材料市場の動向と成長見通しを詳細に分析しています。自己修復材
料は、亀裂や傷といった微細な損傷を外部からの介入なしに自律的に修復する機能を持
つ素材であり、製品の寿命延長とメンテナンスコスト削減に大きく貢献すると期待され
ています。

主要な調査結果

レポートは、日本の「レジリエントなインフラ」構築への国家的な重点が、この市場成
長の主要因であると指摘しています。特に以下の分野での採用が注目されています。

コンクリート: トンネルや沿岸橋梁などの重要インフラ向けに、バクテリアを利用し
たバイオ自己修復コンクリートの開発と導入が進められています。これは、微細な亀
裂をバクテリアが生成する炭酸カルシウムで埋めることで、構造物の耐久性を向上さ
せる技術です。

アスファルト: 広大な道路網の維持管理においては、カプセル化された改質剤や誘導
加熱を利用した自己修復アスファルトが、舗装の寿命を延ばし、補修頻度を減らすた
めに導入されています。

輸送分野: 日本の自動車、鉄道、航空宇宙産業では、自己修復ポリマー、コーティン
グ、繊維強化複合材料の採用が進んでおり、これにより耐久性、耐食性、構造的完全
性が向上しています。

市場は現在、実験的・試験的な適用段階から、より広範な商業化へと移行しており、高
度な産業ニーズ、技術革新、そして持続可能性と品質保証への強い意識がその原動力と
なっています。日本の堅固な研究開発体制、特に大学、イノベーションハブ、業界プレ
イヤー間の連携が、スマート材料技術の進化において日本を世界的なリーダーの地位に
押し上げています。



発行会社について

株式会社マーケットリサーチセンターは、特定の技術分野や産業市場に特化した詳細な
市場調査レポートを提供する日本の調査会社です。彼らは、様々な産業の動向分析、市
場規模予測、競合環境の評価などを通じて、企業や研究機関の戦略策定を支援していま
す。

元記事: https://www.atpress.ne.jp/news/2822797

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.atpress.ne.jp/news/2822797


触媒性能を向上させる高エントロピー合金ナノ粒子の三成
分合成戦略

概要

この研究は、高インデックス面を持つ高エントロピー合金（HEA）ナノ粒子の合成に
おける革新的な三成分戦略を提示しています。この手法は、ナノ粒子形成中の成長と
結晶学的配向を精密に制御することに焦点を当てており、強化された触媒性能に不可

欠な特定の表面構造を実現します。主な発見は、このアプローチにより、従来のHEA

構造と比較して、より多くの活性サイトを持つHEAナノ粒子を作成できることであ
り、その結果、優れた触媒活性と安定性をもたらします。

公開日 2026年04月24日  ACS Sustainable Chemistry & Engineering  アメリカ



詳細

背景と研究課題

高エントロピー合金（HEAs）は、複数の金属元素を均一に混合することで、従来の合
金にはない独特の特性を持つ材料として注目されています。特に、触媒分野において
は、多様な元素が協力して働くことで、特定の化学反応に対する活性や選択性を向上さ
せる可能性があります。しかし、効率的な触媒として機能させるためには、表面積を最
大化し、かつ高活性な結晶面を露出させたナノ粒子形態での合成が求められます。特に
「高インデックス面」と呼ばれる、原子が密に詰まっていない、より不安定で反応性の
高い結晶面を持つナノ粒子は、優れた触媒性能を示すことが知られていますが、その精
密な合成は大きな課題でした。

主要な研究成果

本研究では、高インデックス面を持つ高エントロピー合金（HEA）ナノ粒子の合成に向
けた、革新的な「三成分戦略」が発表されました。この独自のアプローチは、ナノ粒子
が形成される過程において、その成長プロセスと結晶学的配向を極めて精密に制御する
ことに重点を置いています。

この戦略の主な成果は以下の通りです。

精密な表面構造制御: 触媒性能を劇的に向上させる高インデックス面を持つナノ粒子
の構造を、意図的に設計・実現。

活性サイトの増加: 従来のHEA構造と比較して、より多くの活性サイトを持つHEAナ
ノ粒子を生成可能。これにより、触媒反応が進行する場所が増加。

優れた触媒活性と安定性: 活性サイトの増加と高インデックス面の存在により、様々
な化学反応をより効率的に加速させることができ、かつ長期にわたる安定した性能を
維持。

この手法により、研究チームは、目的とする触媒機能を最大限に引き出すための理想的
なナノ構造を持つHEAの合成に成功しました。

影響と将来展望

この研究の成果は、触媒科学分野において極めて重要な意味を持ちます。これらのナノ
粒子は、様々な化学反応をより効率的に加速させることができるため、以下のような広
範な応用が期待されます。



エネルギー変換: 燃料電池や水分解などのプロセスにおける触媒効率の向上。

環境修復: 排ガス浄化、廃水処理など、環境汚染物質の分解や無害化プロセスにおけ
る触媒性能の強化。

新規機能材料の設計: 表面特性を精密に調整できる新しい高機能材料の設計に道を開
き、次世代の産業応用への基盤を確立。

この三成分戦略は、触媒技術のブレークスルーだけでなく、将来的に多様な分野におけ
る持続可能な化学プロセスの実現に貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://pubs.acs.org/toc/ascecg/0/0

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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立方晶LLZOにおける二重サイトドーピングによるイオ
ン・電子輸送制御：次世代固体電解質への応用

概要

本研究は、立方晶Li7La3Zr2O12（LLZO）において、複合価数カチオン（Nb、Pr、
Ni/Co）による二重サイトドーピングがイオンおよび電子輸送特性に与える影響を調査
しています。LLZOは有望な全固体電解質候補です。研究者はX線回折を用いて、

Nb5+が立方晶ガーネット骨格を安定化させることを示し、Pr置換の増加がVegard則に
従った格子収縮を引き起こすことを発見しました。密度状態計算は、Coのような遷移
金属の導入がバンドギャップ内状態を導入することを示唆しています。この知見は、

次世代全固体電池開発に不可欠なガーネット電解質の電荷輸送メカニズムを調整する
ために重要です。

公開日 2026年04月18日  Chemistry of Materials  ポーランド



詳細

研究背景と課題

全固体電池は、高い安全性、高エネルギー密度、長寿命といった次世代バッテリーに求
められる特性を実現する技術として期待されています。その中でも、固体電解質材料の
性能が電池全体の性能を左右する鍵となります。特に、立方晶Li7La3Zr2O12（LLZO）
ガーネット型酸化物は、高いリチウムイオン伝導性を持つことから、有望な固体電解質
候補として広く研究されています。しかし、LLZOのイオン伝導性をさらに向上させ、
かつ副反応を抑制するためには、その組成と微細構造を精密に制御することが不可欠で
す。本研究は、複数の元素を導入する「二重サイトドーピング」が、LLZOのイオンお
よび電子輸送特性にどのような影響を与えるかを詳細に解明することを目的としていま
す。

主要な研究成果

研究チームは、Nb、Pr、Ni/Coといった複合価数カチオンを用いた二重サイトドーピン
グが、立方晶LLZOのイオンおよび電子輸送特性に与える影響を系統的に調査しまし
た。X線回折とリートベルト精密化解析を用いた構造解析により、以下の重要な知見が
得られました。

Nb5+の安定化効果: Nb5+イオンは、LLZOの立方晶ガーネット骨格を効果的に安定
化させることが確認されました。これは、結晶構造の安定化がイオン伝導経路の安定
性にも寄与することを示唆しています。

Pr置換による格子収縮: Prの置換量が増加すると、La（24c）サイトへのPrの占有と一
致するVegard則タイプの格子収縮が観察されました。これは、Prイオンのサイズと
結合特性が結晶構造に影響を与えることを示しています。

遷移金属による電子伝導性への影響: 状態密度計算から、Coのような遷移金属を導入
すると、特に局所的なCo–O–Pr配位において、バンドギャップ内に新たな状態が導入
されることが示されました。これは、電子伝導性の変化に寄与する可能性を示唆して
います。

副相形成と粒界寄与: しかし、この現象は多くの場合、副相形成や遷移金属に富む粒
界領域の形成と同時に起こることが判明しました。このことは、観察される電子伝導
性の増加が、ガーネットの電子的構造の本来の改変と、粒界からの外因性の寄与の両
方に起因する可能性があることを示唆しています。



影響と将来展望

本研究で得られた知見は、ガーネット型電解質における電荷輸送メカニズムを調整する
ための重要な基礎情報を提供します。特に、イオン伝導性と電子伝導性のバランスを精
密に制御することは、次世代の高性能全固体電池やその他の電気化学デバイスの開発に
おいて不可欠です。例えば、電子伝導性の過度な増加は短絡のリスクを高める可能性が
あるため、最適なドーピング戦略を確立することで、より安全で高効率な全固体電池の
実現に貢献できます。

この研究は、材料設計の指針を与えるものであり、将来的に全固体電池の商業化に向け
たブレークスルーをもたらす可能性を秘めています。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/acs.chemmater.5c03505

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/acs.chemmater.5c03505


磁気高エントロピー合金超伝導体NbTaTiZrNiにおける渦
安定性と磁気無秩序耐性

概要

本論文は、新規磁気高エントロピー合金（HEA）超伝導体NbTaTiZrNiにおける渦安定
性と磁気無秩序耐性を探求しています。HEA超伝導体は、その機械的堅牢性と組成の
調整可能性から注目されています。研究チームはNbTaTiZrNiを合成・特性評価し、約

7.1 Kの臨界温度（Tc）での超伝導性と、300 Kまでの弱い遍歴強磁性を示しました。磁
性元素が存在するにもかかわらず、Tcが非磁性HEAと同程度であるという重要な発見
は、磁気無秩序に対する異例の耐性を示唆しています。この研究は、困難な条件下で

動作できる堅牢な超伝導材料設計に重要な示唆を与えます。

公開日 2026年04月18日  ACS Applied Electronic Materials  アメリカ



詳細

背景と研究課題

超伝導材料は、電気抵抗ゼロでの電流伝送や強力な磁場生成など、多くの革新的な応用
を可能にする機能性材料です。しかし、既存の超伝導材料の多くは、脆性や複雑な製造
プロセス、あるいは磁場に対する脆弱性といった課題を抱えています。近年、高エント
ロピー合金（HEAs）の概念が超伝導体に応用され、「高エントロピー合金超伝導体」
として、その機械的堅牢性や組成の多様性、特性の調整可能性から注目を集めていま
す。特に、磁性元素を含む超伝導体は、通常、磁性によるクーパー対の破壊効果により
超伝導性が抑制されるため、その共存メカニズムの解明は物理学上の重要な課題であ
り、同時に、実用的な応用において磁気無秩序に対する高い耐性を持つ超伝導材料の開
発が求められています。

主要な研究成果

本研究では、新規磁気高エントロピー合金超伝導体NbTaTiZrNiの渦安定性と磁気無秩序
に対する耐性が詳細に調査されました。研究チームは、多結晶NbTaTiZrNiの合成と特性
評価に成功し、以下の重要な発見を報告しています。

超伝導特性の確認: NbTaTiZrNiは、約7.1 Kの臨界温度（Tc）で超伝導状態を示すこと
が確認されました。

弱い遍歴強磁性の共存: 興味深いことに、この合金は300 Kまでの温度範囲で弱い遍
歴強磁性も示すことがわかり、100～300 Oeの保磁力によって特徴付けられます。こ
れは、超伝導と磁性が同時に存在する珍しい現象です。

磁気無秩序への異例の耐性: 磁性元素（Niなど）が含まれるにもかかわらず、
NbTaTiZrNiのTcは、非磁性の高エントロピー合金超伝導体と同程度の値を示しまし
た。通常、磁性元素はクーパー対を破壊することで超伝導性を抑制しますが、本材料
ではその効果が小さく、磁気無秩序に対する異例の耐性を持っていることが示唆され
ます。

これらの発見は、複雑な合金システムにおける磁性と超伝導の相互作用に関する貴重な
洞察を提供し、磁気的に乱れた環境下でも超伝導性を維持できるメカニズムの理解を深
めるものです。



影響と将来展望

この研究の成果は、過酷な条件下で動作可能な堅牢な超伝導材料を設計する上で極めて
重要です。特に、以下のような応用分野への影響が期待されます。

先進エレクトロニクス: 磁気環境下でも安定して機能する超伝導デバイスの開発。

エネルギー技術: 超伝導コイルや磁気浮上列車など、強力な磁場を伴う応用における
性能向上。

高磁場応用: 核磁気共鳴（NMR）、磁気共鳴画像法（MRI）、高エネルギー物理学に
おける超伝導磁石の耐性向上。

NbTaTiZrNiのような磁気高エントロピー合金超伝導体の開発は、超伝導材料の新たなフ
ロンティアを開拓し、より広範な産業分野での実用化を加速させる可能性を秘めていま
す。

元記事: https://pubs.acs.org/toc/aaembp/0/0

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/toc/aaembp/0/0


ビスマステルル系熱電材料の表面酸化と酸素拡散メカニズ
ムに関する洞察

概要

本研究は、ビスマステルル（Bi2Te3）系熱電材料の長期的な動作安定性に不可欠な、
表面酸化と酸素拡散プロセスのメカニズムに関する洞察を提供しています。研究で
は、空気、窒素、真空、密閉環境など、様々な雰囲気条件下でのBi2Te3の熱安定性を

系統的に調査しました。主要な発見は、300 °Cを超える劣化は、主にBiとTeの高い酸素
親和性による酸化と、弱いファンデルワールス結合層に起因するTeの昇華によって引
き起こされることです。この酸化の程度と性質は、酸素の供給量によって大きく影響

されます。

公開日 2026年04月20日  Energy & Fuels  アメリカ



詳細

背景と研究課題

ビスマステルル（Bi2Te3）系化合物は、室温付近で最も効率的な熱電変換材料の一つと
して知られており、廃熱回収や小型発電デバイスなど、様々なエネルギー変換アプリケ
ーションでの利用が期待されています。しかし、これらの材料の実用化には、長期的な
動作安定性の確保が重要な課題となっています。特に、高温環境下での空気中での酸化
や、構成元素の揮発による劣化は、デバイス性能の低下や寿命短縮の主要因となりま
す。この研究は、Bi2Te3の劣化メカニズム、特に表面酸化と酸素拡散のプロセスを詳細
に解明し、材料の耐久性向上戦略に資する知見を提供することを目的としています。

主要な研究成果

本研究では、Bi2Te3熱電材料における表面酸化と酸素拡散プロセスのメカニズムに関す
る重要な洞察が提供されました。研究チームは、空気、窒素、真空、そして密閉環境下
といった多様な雰囲気条件下でBi2Te3の熱安定性を系統的に調査しました。その結果、
以下の主要な発見が報告されています。

高温劣化の主要因: 300 °Cを超える温度での材料劣化は、主にビスマス（Bi）とテル
ル（Te）の高い酸素親和性によって引き起こされる酸化反応に起因することが判明し
ました。これらの元素は酸素と反応しやすく、材料表面に酸化層を形成します。

テルル（Te）の昇華: また、Teがファンデルワールス結合によって弱く結合している
層構造を持つことから、高温下ではTeの昇華（固体から直接気体になる現象）が劣化
のもう一つの主要因であることが示されました。

酸素供給量の影響: 酸化の程度とその性質は、周囲の酸素供給量に大きく依存するこ
とが明らかになりました。酸素が豊富な環境では酸化が進行しやすく、材料の安定性
が損なわれやすいことを意味します。

これらの知見は、酸素が媒介する劣化経路を包括的に理解するために不可欠であり、
Bi2Te3ベースの熱電材料がエネルギー変換アプリケーションで性能と信頼性に直接影響
を与える要因を明らかにしました。

影響と将来展望

この研究で得られたメカニズム的洞察は、Bi2Te3系熱電材料の耐久性を向上させるため
の戦略を開発する上で極めて重要です。具体的には、以下の点が期待されます。



材料設計の改善: 酸化やTeの揮発を抑制するような、より安定性の高いBi2Te3系材料
組成の設計指針を提供。

保護層技術の最適化: 材料表面に耐久性の高い保護層を形成することで、酸素の侵入
やTeの昇華を防ぐ技術の開発に貢献。

デバイスの信頼性向上: 廃熱回収や発電用途における熱電デバイスの長期的な安定稼
働と信頼性向上を実現。

Bi2Te3系材料の安定性に関する深い理解は、熱電技術の実用化を加速させ、持続可能な
エネルギーソリューションの普及に大きく貢献するでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.energyfuels.6c00889

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.energyfuels.6c00889


メタマテリアル市場：2032年には131.68億ドルを突破、
高成長軌道へ

概要

ある市場調査レポートによると、メタマテリアル市場は2032年までに131.68億ドルを
超える規模に達すると予測されており、2026年から2032年にかけて年平均成長率
（CAGR）23.6%で高成長が続く見込みです。この急速な拡大は、高周波通信、自動運

転車用センサー、航空機レーダー、医療診断機器など、従来の材料では実現不可能な
独自の機能性をメタマテリアルが提供していることに起因しています。研究開発段階
から商業化への移行が加速しており、企業や投資家から高い注目を集めています。

公開日 2026年04月22日  エキサイトニュース  日本



詳細

本記事はDreamnewsが配信した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

この市場調査レポートは、メタマテリアル市場が今後数年間で劇的な成長を遂げると予
測しています。具体的には、2032年までに市場規模が131.68億米ドルを突破し、2026年
から2032年の期間において年平均成長率（CAGR）23.6%という高い成長率で推移する
と見込まれています。レポートは、メタマテリアルが持つ独自の機能性が市場拡大の主
要な推進力であると分析しています。

主要な調査結果

メタマテリアルは、高周波通信、自動運転車のセンサー、航空機レーダー、そして医療
診断機器といった多岐にわたる分野で、従来の材料では実現不可能な画期的な機能性を
提供しています。これらの独特な特性が、急速な市場導入を促し、従来の材料市場と比
較して質的・量的な成長を牽引しています。具体的な応用分野におけるメタマテリアル
の特性は以下の通りです。

高周波通信: 次世代通信技術において、信号の伝送効率向上や小型化に貢献。

自動運転車センサー: レーダーやLiDARの性能を向上させ、障害物検知の精度と信頼
性を高める。

航空機レーダー: レーダーの隠蔽性や性能向上に寄与し、防衛分野での応用も進む。

医療診断機器: 高感度なセンサーや高解像度なイメージング技術への応用で、より正
確な診断を支援。

この市場は、研究開発段階から本格的な商業化への移行を加速しており、成長性の高い
セクターとして企業や投資家からの大きな注目を集めています。さらに、国際的な防衛
基準、通信標準、および医療規制への適応が進むことで、具体的な応用分野が明確化さ
れ、市場の成熟度がさらに高まると予想されます。



発行会社について

Dreamnewsは、主に日本国内の企業向けにプレスリリース配信サービスを提供している
企業です。様々な業界のニュースや企業情報を広くメディアに届け、企業の広報活動を
支援しています。このレポートは、同社を通じて配信された市場調査レポートの概要と
なります。

元記事: https://www.excite.co.jp/news/article/Dreamnews_0000347618/

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.excite.co.jp/news/article/Dreamnews_0000347618/


宇宙探査向けニッケルチタン形状記憶合金基板上のペロブ
スカイト太陽電池

概要

本研究は、宇宙探査向けの太陽光発電システムを最適化するため、ペロブスカイト太

陽電池（PVSK）をニッケルチタン形状記憶合金（SMA）基板上にコーティングするこ
とに焦点を当てています。光と熱による同時ストレス下で、ガラスおよびSMA基板上

のPVSKの性能を比較する手法が用いられました。走査型電子顕微鏡（SEM）による主
要な知見は、SMAベースのサンプルがガラス製サンプルと同等の高品質なPVSK構造を
一貫して形成することを示しています。このことは、SMAがペロブスカイト層の品質

を損なうことなく、効果的な基板として機能することを示唆しています。

公開日 2026年04月18日  Arizona NASA Space Grant Statewide Student Research Symposium

アメリカ



詳細

研究背景と宇宙環境の課題

宇宙探査ミッションでは、軽量性、耐久性、そして厳しい環境下での安定した性能を持
つエネルギー源が不可欠です。太陽電池は宇宙船の主要な電源ですが、宇宙空間の極端
な温度変化、放射線、微小隕石衝突など、過酷な条件に耐える必要があります。従来の
太陽電池は、重量や脆性といった課題を抱えており、特に温度変化による熱応力は、材
料の劣化や機能不全の原因となります。この研究は、これらの課題を克服し、より堅牢
で適応性の高い宇宙用太陽光発電システムの開発を目指しています。

主要な研究方法と成果

本研究では、宇宙探査に適した太陽光発電システムの最適化のため、ペロブスカイト太
陽電池（PVSK）をニッケルチタン（Ni-Ti）形状記憶合金（SMA）基板上にコーティン
グする手法が探求されました。形状記憶合金は、特定の温度で変形しても元の形状に戻
る特性を持つため、宇宙空間の熱サイクルによる応力に対する耐性が期待されます。

研究チームは、PVSKをガラス基板とSMA基板の両方にコーティングし、光と熱の同時
ストレス下での性能を比較しました。走査型電子顕微鏡（SEM）を用いた詳細な分析に
より、以下の重要な知見が得られました。

高品質なPVSK構造: SMA基板上に形成されたPVSK層は、ガラス基板上のPVSKと比較
して、同等に高品質な構造を安定して形成できることが実証されました。これは、
SMAがペロブスカイト層の成長や結晶品質に悪影響を与えないことを示していま
す。

SMAの基板としての有効性: SMAは、PVSK層の性能を損なうことなく、効果的な支
持基板として機能することが確認されました。

影響と将来展望

この研究の意義は大きく、SMAの特性（軽量性、変形回復能力）とPVSKの高い電力変
換効率を組み合わせることで、宇宙の厳しい条件下でも機能する、堅牢かつ軽量な太陽
光発電システムの開発に繋がる可能性を示しています。特に、以下のような応用が期待
されます。

宇宙探査機の電源: 人工衛星、惑星探査機、月面着陸機などの長期ミッション向け電
源。



宇宙環境への適応性: 極端な温度変化や機械的応力に耐え、構造的完全性を維持でき
る太陽電池。

軽量化と小型化: SMAの軽量特性により、宇宙輸送コストの削減に貢献。

この研究は、航空宇宙用途向け先進材料の開発に貢献し、耐久性と適応性を兼ね備えた
エネルギー源の必要性に応える重要な一歩となります。将来的には、展開型構造物や柔
軟な太陽電池アレイなど、新たな宇宙アプリケーションへの展開も期待されます。

元記事: https://spacegrant.arizona.edu/sites/default/files/AZ-Space-Grant-Symposium-2026-Final.pdf

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://spacegrant.arizona.edu/sites/default/files/AZ-Space-Grant-Symposium-2026-Final.pdf


磁気分析で解明する黒煙中の鉄ナノ粒子大気汚染の実態

概要

金沢大学の研究チームは、磁気特性を利用して黒煙中に隠された鉄ナノ粒子による大
気汚染の性質を解明する研究を行いました。この研究では、黒煙から粒子状物質を採

取し、その磁気特性を分析することで、鉄ナノ粒子の存在と組成を特定する手法が用
いられました。主要な発見として、磁気分析が、他の汚染物質によって隠されがちな
鉄ナノ粒子の広がりと具体的な形態を明らかにできることが期待されます。この研究

は、特定の浮遊汚染物質を識別・定量化するための新しい方法を提供し、環境科学と
公衆衛生にとって重要な意味を持ちます。

公開日 2026年04月21日  金沢大学  日本



詳細

研究背景と課題

大気汚染は、世界中で公衆衛生と環境に深刻な影響を及ぼす問題です。特に、産業活動
や交通機関から排出される「黒煙」には、様々な有害物質が含まれており、その中には
微細な金属粒子、特に鉄ナノ粒子も含まれていることが知られています。これらのナノ
粒子は、呼吸器系疾患や循環器系疾患のリスクを高める可能性がありますが、他の多く
の汚染物質に紛れて存在するため、その実態を正確に把握することは困難でした。従来
の分析手法では見落とされがちな鉄ナノ粒子の存在量や形態を、より高精度で特定でき
る新しい分析技術が求められていました。

主要な研究方法と成果

金沢大学の研究チームは、この課題に対し、鉄ナノ粒子が持つ「磁気特性」に着目し、
大気汚染の実態を解明する新しいアプローチを開発しました。研究の主な方法論は以下
の通りです。

粒子状物質の採取: 大気中、特に黒煙が観測される場所から粒子状物質を収集。

磁気特性の分析: 採取した粒子状物質に対し、磁化測定や磁気共鳴などの高度な磁気
分析技術を適用。鉄ナノ粒子は特有の磁気応答を示すため、その存在や種類、量、さ
らには結晶構造やサイズ分布といった詳細な情報を非破壊的に得ることが可能。

鉄ナノ粒子の特定と定量化: 磁気特性と鉄ナノ粒子の存在・組成との相関関係を解析
し、他の汚染物質によって隠されていた鉄ナノ粒子の実態を正確に明らかにすること
に成功。

この研究により、磁気分析が、従来の手法では困難だった「黒煙」中の鉄ナノ粒子の広
がりや、それがどのような形態で存在しているか（例：酸化鉄、金属鉄、複合粒子な
ど）をより精密に特定できる有効な手段であることが実証されました。

環境と公衆衛生への影響と展望

この金沢大学の研究成果は、環境科学と公衆衛生の分野において極めて重要な意味を持
ちます。この新しい磁気分析手法は、特定の浮遊汚染物質、特に鉄ナノ粒子を識別し、
定量化するための革新的な方法を提供します。これにより、以下のような応用や貢献が
期待されます。



大気質モニタリングの精度向上: 従来の化学分析では見落とされがちな有害な金属ナ
ノ粒子の検出が可能となり、より正確な大気汚染状況の評価に貢献。

汚染源の特定と対策: 汚染物質の組成や形態から、その発生源を特定しやすくなり、
産業排出規制や都市部における汚染防止策の策定に具体的な根拠を提供。

健康リスク評価の改善: 微細粒子状物質による健康影響評価の精度を高め、公衆衛生
政策の改善に寄与。

将来的には、この技術が大気汚染対策の国際的な標準手法の一つとなる可能性も秘めて
おり、よりクリーンで安全な環境の実現に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.kanazawa-u.ac.jp/miraichi/172868/
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バイオミメティック構造と相変化材料を用いた高効率パー
ソナル温熱管理

概要

本研究は、冷却と加熱の両機能を提供する高効率なパーソナル熱管理のために、バイ
オミメティック構造と相変化材料（PCM）を組み合わせた統合設計を提示していま
す。この手法では、高い太陽光反射率（96.94%）と高い放射率（94.67%）を示すバイ

オミメティックアーキテクチャを持つエアロゲルを作成します。日中、これらの特性
は埋め込まれたPCMの吸熱効果と相乗的に作用し、平均10.6°Cの効率的な冷却を可能
にします。夜間には、PCMが蓄積された潜熱を放出し、過冷却を緩和し、平均2.2°Cの

温度上昇を提供します。

公開日 2026年04月18日  ACS Sustainable Chemistry & Engineering  アメリカ



詳細

背景とパーソナル熱管理の課題

個人の快適性を向上させ、かつエネルギー消費を削減するパーソナル熱管理技術は、近
年大きな注目を集めています。従来の空調システムは、部屋全体や建物全体を冷却・加
熱するため非効率的であり、地球温暖化対策の観点からも、より効率的で持続可能な解
決策が求められています。体温を直接制御する技術は、個人の快適性を高めつつ、エネ
ルギーフットプリントを大幅に削減する可能性を秘めています。本研究は、自然界の知
恵（バイオミメティクス）と先進材料（相変化材料）を組み合わせることで、受動的か
つ適応的なパーソナル温熱管理システムを開発することを目指しました。

主要な技術革新と成果

本研究では、バイオミメティック構造と相変化材料（PCM）を統合した革新的な設計が
提示され、高効率なパーソナル熱管理、すなわち冷却および加熱機能の両方を提供する
システムが実現されました。このシステムの中核をなすのは、バイオミメティックな構
造を持つエアロゲルです。このエアロゲルは、以下の優れた特性を示します。

高い太陽光反射率 (96.94%): 日中の太陽光を効率的に反射し、外部からの熱吸収を最
小限に抑える。

高い放射率 (94.67%): 熱を効率的に外部へ放出する能力が高い。

相変化材料 (PCM) の組み込み: エアロゲル内部にPCMを埋め込むことで、特定の温
度で潜熱を吸収・放出する能力を付与。

これらの特性が相乗的に作用することで、以下のような効果が実現されました。

日中の高効率冷却: エアロゲルの高い太陽光反射率と放射率に加え、PCMが体熱や周
囲の熱を吸収する吸熱効果により、平均で10.6°Cの温度低下を達成。

夜間の過冷却緩和と加熱: 夜間には、日中に蓄えられたPCMの潜熱が放出され、過度
な体温低下を防ぎつつ、平均2.2°Cの温度上昇を提供。これにより、一日を通して安
定した快適性を維持。

さらに、製造プロセスに「指向性凍結」を用いることで、このエアロゲルは軽量であり
ながら高い強度（圧縮強度46.5 kPa）も併せ持つことが実証されました。これにより、
実際のウェアラブル製品への応用も現実的なものとなります。



影響と将来展望

この研究成果は、持続可能な熱管理ソリューションにとって非常に大きな意味を持ちま
す。受動的かつ適応的なこの材料は、様々な環境条件下で個人の快適性を提供し、以下
のような広範な応用が期待されます。

省エネ型ウェアラブルデバイス: スマートウェア、冷却ベスト、加熱パッドなど、バ
ッテリー消費を抑えつつ快適性を提供する製品。

スマートビルディング: 建築材料への応用により、室内の温度調節を補助し、空調負
荷を軽減。

医療・介護分野: 体温調節が困難な患者や高齢者の快適性向上。

バイオミメティクスと材料科学の融合は、エネルギー効率の高い新たな生活様式を実現
する上で、重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/toc/ascecg/0/0
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